
櫻
井
丘
子
前
理
事
長
コ
メ
ン
ト
：

　
「
よ
り
多
く
の
方
に
当
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。
組
合
員

各
旅
館
と
も
感
染
症
対
策
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
観
光
地
へ
少
し
足
を
伸
ば

せ
ば
、
碓
氷
峠
鉄
道
文
化
む
ら
、
妙
義

山
、
群
馬
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
、
軽
井
沢

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
周
辺
に
は
ゴ
ル
フ

場
も
多
く
、
プ
レ
ー
後
の
温
泉
を
楽
し

む
に
も
最
適
な
場
所
で
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
宿
泊
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。」

対
象
期
間

　

令
和
３
年
３
月
15
日
宿
泊
分
ま
で

※
先
着
４
０
，
０
０
０
名
限
定

　

詳
細
は
、
安
中
市
Ｈ
Ｐ
に
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

多
く
の
法
律
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
日
本
人
を
雇
用
す
る
以
上
に
適
正

な
雇
用
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
新
規
の
技

能
実
習
生
の
入
国
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
と

と
も
に
、
実
習
を
終
了
し
た
技
能
実
習

生
が
母
国
に
帰
国
で
き
な
い
な
ど
大
き

な
影
響
が
み
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
今
回
、
組
合
に
て
外
国
人
材

を
中
心
に
多
様
な
人
材
活
用
の
留
意
点

に
つ
い
て
学
び
、
意
見
交
換
す
る
機
会

を
設
け
た
。

　

専
門
家
か
ら
の
説
明
後
、
質
疑
応
答

を
行
っ
た
。
各
社
が
抱
え
る
様
々
な
労

働
課
題
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
た
。
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「
安
中
お
も
て
な
し

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
Ｐ
Ｒ

磯
部
観
光
温
泉
旅
館（
協
）

多
様
な
人
材
活
用
の

留
意
点
に
つ
い
て
学
ぶ

館
林
金
属
工
業
団
地（
協
）

　

８
月
28
日
、「
安
中
お
も
て
な
し
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
来
会
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
磯
部
温
泉
を

は
じ
め
、
安
中
市
内
の
登
録
宿
泊
施
設

に
宿
泊
し
た
群
馬
県
民
と
長
野
県
民
に

３
千
円
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
安

中
市
の
事
業
。
国
の
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ

ル
事
業
と
も
併
用
で
き
、
１
泊
１
３
，

０
０
０
円
税
別（
１
４
，
４
５
０
円
税

込
）の
料
金
だ
と
６
，４
４
５
円（
税
込
）

で
宿
泊
で
き
る
。
こ
の
機
会
に
温
泉
記

号
発
祥
の
地
を
訪
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

９
月
３
日
、
館
林
市
・
組
合
事
務
所

に
て
、「
多
様
な
人
材
活
用
の
留
意
点

に
つ
い
て
」、
専
門
家
と
し
て
招
い
た

社
会
保
険
労
務
士
の
大
谷
祐
三
氏
よ
り

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。

　

な
お
、
本
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
行
い
実
施
し

た
。

　

本
組
合
の
組
合
員
企
業
で
は
、
多
く

の
外
国
人
を
雇
用
し
て
お
り
、
そ
の
在

留
資
格
も
「
技
能
実
習
」
を
中
心
に
「
技

術
・
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」、「
特
定

技
能
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、外
国
人
を
雇
用
す
る
上
で
、

「
技
能
実
習
法
」、「
出
入
国
難
民
認
定

法
」、「
労
働
基
準
法
」
な
ど
関
連
す
る

安中市長を訪問した際の
写真とともにＰＲ

専門家の大谷氏

熱心な聴講、活発な意見交換が行われた
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